	チャレンジ・ザ・ゲーム　打合表

	団体名
	
	担当者
	

	
	
	携帯番号
	

	実施日
	月　　　日（　　　）　　：　　～　　　：　　　
	参加者数
	

	班編成
	
	人
	×
	
	班
	
	人
	×
	
	班
	合計
	
	班

	
	
	人
	×
	
	班
	
	人
	×
	
	班
	
	
	

	引率者の参加
	□無　　□有　
	
	人
	

	活動のねらい
	□グループの団結力強化　　□協調性・思いやりの育成
□仲間づくり　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


●貸出希望物品
	キャッチング・ザ・スティック
（最大80本）
	本
	
	ピザキャッチ（最大９枚）
	　　　　　　枚

	リングキャッチ用リング（最大45個）
	個
	
	ふらばーる（大13個　小４個）
	個

	ラダーゲッター（最大４セット）
	セット
	
	新聞紙（「さんべの紙様」用）
	日分

	ロープジャンプ用ロープ　□短　　□長
	本
	
	ゴミ袋
	枚

	ネット・パス・ラリー用ネット（最大10枚）
	枚
	
	ポーキュパイン
	セット

	ネット・パス・ラリー用のボール
	個
	
	ホワイトボード・マーカー
	セット
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【集合時刻】　　　　　　　　　　
【活動場所】　体育館　／　講堂　／　柔道場　／　剣道場　／　第（　　　）研修室　
【事前指導職員】　　　　　　　　　　
【種目内容】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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【用具運搬】集合時刻の　　　分前に　　　人が事務室から用具を運んでください。
①整列して集合、準備運動、ねらいの確認等
②活動内容や用具の使い方、ルール等の説明【希望があれば交流の家職員から】（目安15～20分）

③活動

　　　○練習⇔ゲームの繰り返し。
　　　○チームの人数や時間は団体の実態に応じて行う。

④研修終了・片付け・ふりかえり（ねらい達成の確認、表彰等）

　○貸出用具を確認し、事務室に返却してください。
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〇技術や体力、勝敗を競うのではなく、グループでの交流を楽しみながら記録の向上に挑戦します。
スポーツ・レクリエーションの１つの面もありますが、グループで話し合うなどの「協力し合う姿」を
目指す面では、人間関係づくりとしても有効です。
　〇それぞれの種目のルールや設定時間は、団体の実態に応じながら適宜変更できます。
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　（例）１つの種目につき
１回目の作戦会議・練習　７分
　  　１回目の本番　　　　　　２分
　　  １回目の作戦会議・練習　７分
　  　１回目の本番　　　　　　２分
※詳しい種目のルール等は交流の家HPの活動プログラム「チャレンジ・ザ・ゲーム」のページをご参照ください。または交流の家職員に直接ご相談もできます。






【チャレンジ・ザ・ゲーム用の服装・持ち物】


ジャージなど活動しやすい服装・水筒・タオル・体育館用シューズ（活動が体育館の場合のみ）








水筒について


　柔道場・剣道場・音楽室では水筒は廊下に並べて置いてください。





活動場所とシューズについて


体育館→体育館用シューズ（上履き）


講堂・研修室→外履き


柔道場・剣道場・音楽室→素足（靴下）








※団体担当者はここまで記入してください。





事前打合せ職員：　　　　　　　　　





活動の流れ





チャレンジ・ザ・ゲームとは





１回目を踏まえて、どうすれば記録が伸びるかをグループで考えます。


２回目の本番で記録が伸びたらGood！





ロープジャンプ





ネット・パス・ラリー





その他


　・ふらばーる


　・ラダーゲッター


　・ポーキュパイン


　・さんべの紙様


　などの種目があります。


気になる方はお問合せください。


　





キャッチング・ザ・スティック





ピザキャッチ





リングキャッチ








